
向陽学園図書館（C.L.Fons）の一般開放について 

 

向陽学園図書館（C.L.Fons）では、この度地域貢献の一環として、医療福祉に従事

されている一般の皆様を対象に施設を開放することにいたしました。 

当図書館は「学校法人向陽学園 長崎リハビリテーション学院」の敷地内にあり、

蔵書のほとんどは医療福祉関連の専門書、雑誌となっております。皆様の知的活動の

場としてご活用頂ければ幸いに存じます。 

ご利用に関する詳細は下記のとおりです。 

ご質問等がございましたら、電話またはメールでお問い合せください。 

 

記 

 

（１）ご利用対象者： 医療福祉従事者の方 

 

（２）ご利用になれる施設等： ・閲覧室：図書の閲覧、学習 

・多目的室：勉強会、研修 

・イノベーションルーム：勉強会、研修 

※ 営利目的のご利用できません。 

 

（３）使用料等 

使用料及び光熱費は、次のとおりです。 

使用施設・備品 使用料 光熱費 備考 

閲覧室 なし なし  

多目的室 1時間／300円 1時間／150円  

イノベーションルーム 1時間／400円 1時間／250円  

プロジェクター 

（付属機器一式） 
1台／1,500円 － 

多目的室のみでの

ご利用になります 

ホワイトボード 

（マーカー込み） 
1台／300円 －  

 

（４）ご利用時間 

   【前 期： ３月 ～ ９月 】 

     平 日  閲覧室         １０：００ ～ １８：５０ 

          多目的室・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾙｰﾑ １０：００ ～ １８：５０ 

     土曜日  閲覧室         １０：００ ～ １６：５０ 

          多目的室・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾙｰﾑ １０：００ ～ １６：５０ 



   【後 期： １０月 ～ ２月 】 

     平 日  閲覧室               １０：００ ～ １６：００ 

          多目的室              １０：００ ～ １６：００ 

     土曜日  閲覧室               １０：００ ～ １７：５０ 

          多目的室・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾙｰﾑ 利用できません。 

   【休館日】 

     日曜日、祝祭日、第２土曜日 

     創立記念日（４／２０） 

     お盆（８／１３、１４，１５） 

     年末年始（１２／２９～１／３） 

     ※天候その他、やむを得ない事情により臨時の閉館、休館があります。 

 

（５）使用手続 

ア 閲覧室 

     来館時に所定用紙に氏名等を記入していただきます。 

事前の予約は必要としません。使用料・光熱費は不要です。 

イ 多目的室、イノベーションルーム 

     ホームページ掲載の使用願（別紙様式第 2）をメール、FAX 等により提出

し、事前の予約を実施してください。 

担当者が使用願を確認し、使用の可否及び使用料・光熱費をお知らせしま

す。 

使用料・光熱費は、来館時に受付でお支払いください。 

 

（６）お問い合せ先 

   施設名：向陽学園図書館 C.L.Fons 

   住 所：長崎県大村市赤佐古町４２番地（長崎リハビリテーション学院内） 

   電 話：0957-52-0880  ＦＡＸ：0957-52-0878 

   Email: clfons@koyogakuen.ed.jp 

 

（７）駐車場のご案内 

   学院内には駐車できません。ご来館の際は、いったん図書館前に駐車していた

だき、受付にて担当者が駐車場をご案内いたします。 

なお、駐車スペースには限りがあり、駐車できない場合もございます。ご了承

ください。 

 

 

mailto:clfons@koyogakuen.ed.jp


別紙様式第 2 

 

図書館多目的室等使用願 

 

学校法人向陽学園 

理事長 烏山 雅之 殿 

 

                      申込者               

 

                      勤務先               

 

                      連絡先               

 

 下記のとおり図書館の多目的室等を使用したいので、承認願います。 

 

記 

 

使用施設・設備 

（番号に〇印） 

1 多目的室 

2 イノベーションルーム 

3 プロジェクター（付属機器一式） 

4 ホワイトボード（マーカー含む） 

使用日時 令和  年  月  日（   ）  時  分～  時  分 

使用目的 

（具体的に） 
 

使用人数  

使用責任者  

 


